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衆議院議員総選挙

あ
な
た
の
1
票
忘
れ
ず
に

投票日は10月20日(日)
院
国
棄
り

議
の
　
゜
8
0

衆
官
す
2
5

た
判
で
線

れ
裁
挙
内

さ
所
選
容

示
判
な
ぐ

公
裁
切
会

に
高
大
員

日
最
す
委

８
て
か
理

月
せ
生
管

1
0
併
に
挙

゜
゜
政
選

た
す
国
囲

し
で
を

ま
日
声
　
・

れ
票
の
う

さ
投
た
よ

散
が
な
し

解
圓
あ
ま

に
日
　
゜
し

日
2
0
す
票

2
7
月
ま
投

月
1
0
れ
ず

９
は
わ
必

は
挙
行
で

院
選
も
い

議
総
査
な

衆
員
審
し

　
議
民
権

バ
～
川
。
］
；
い
…
…
。
‥
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一
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投
票
は
3
種
類

゛
’
…
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｝
一
一
。
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衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
が

中
選
挙
区
制
か
ら
小
選
挙
区
比

例
代
表
並
立
制
に
変
わ
り
、
小

選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選
挙

投　票　の　手　順

S･･小選挙区選挙

　＝候補者名を書いて投票　＠

⇒１

の
二
つ
の
選
挙
に
よ
っ
て
議
員

を
選
び
ま
す
。

　
各
投
票
所
で
は
次
の
手
順
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

①
小
選
挙
区
選
挙
の
投
票
用
紙

　
（
水
色
の
投
票
用
紙
）
を
お
渡

　
し
し
ま
す
の
で
、
候
補
者
の

　
氏
名
を
書
き
、
雲
一
で
ま
す
。

S１最高裁判所裁判

　官国民審査
よ
官
て

ば
判
け

れ
裁
付

す
う
を

免
思
印

罷
と
×
票

＝
い
に
投

②
比
例
代
表
選
挙
の
投
票
用
紙

　
　
（
白
色
の
投
票
用
紙
）
と
最

　
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審

　
査
の
投
票
用
紙
（
桃
色
の
投

　
票
用
紙
）
を
同
時
に
お
渡
し

　
し
ま
す
。
比
例
代
表
選
挙
の

　
投
票
用
紙
に
は
政
党
名
を
、

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民

　
審
査
の
投
票
用
紙
に
は
、
罷

　
免
（
や
め
さ
せ
る
こ
と
）
す

　
れ
ば
良
い
と
思
う
裁
判
官
の

　
記
載
欄
に
「
×
」
の
記
号
を

　
書
き
、
投
票
し
ま
す
。

声
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ｉ
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ｙ
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χ
、
９
Ｓ
ゝ
ａ
ｙ
’
‥
ぶ

万
～
に
評
言
回
｛
註
記
ト
レ

・

ド
・
・
。
。
、

　
投
票
で
き
る
人

江
昌

｛
｛
｛
川
づ

ブ

　
昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平

成
八
年
七
月
七
日
ま
で
に
宇
治

市
内
へ
の
転
入
届
け
を
し
、
引

き
続
き
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
九
月
二
十
七
日
以
後
に
宇
治

選挙公報

もうすぐ

　お手元に

　
市
内
で
転
居
を
し
た
人

▼
七
月
八
日
以
後
に
市
外
か
ら

　
宇
治
市
内
へ
の
転
入
届
け
を

　
し
た
人

※
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
前
住
所

地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
投
票

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

回
尚
｛
｛
回
目
一
…
…
四
｛
万
・
。
。

　
投
票
時
間

Ｉ
｛
｛
｛
句
余
回
診
尹

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
。
た
だ
し
、
第
十
七
投
票
所

（
笠
取
小
学
校
）
、
第
十
八
投
票

所
（
笠
取
第
二
小
学
校
）
は
午

後
五
時
ま
で
で
す
。

｛
。
烈
烈
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大
一
‥
尚
尚
回
友
『

　
投
票
所
入
場
券

訟
位
尚
尚
竃
談
余
に
ジ

　
投
票
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所
入
場
券
を
世
帯
ご
と
に

　
候
補
者
な
ど
の
氏
名
・
政
見

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を

十
月
十
六
日
出
の
朝
日
・
京
都

・
産
経
・
日
本
経
済
・
毎
日
・

読
売
の
各
新
聞
に
折
り
込
ん
で

お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
公
報
は
同
日
か

ら
次
の
場
所
に
置
き
ま
す
の
で
、

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
投
票
日

に
は
各
自
、
自
分
の
部
分
を
切

り
離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
票
所
入
場
券
が
届

ご
自
由
に
お
取
り
く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
◆
木
幡
・
宇
治
・
小

倉
・
広
野
の
各
公
民
館
◆
東
宇

治
・
西
小
倉
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
◆
伊
勢
田
・
平
盛
・

棋
島
・
蒐
道
の
各
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
◆
南
宇
治
・
根
島
・
開

の
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

か
な
か
っ
た
り
紛
失
し
た
り
し

た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
・
投
票
所
の
曼
付
係
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

当
日
投
票
で
き
な
い
人
は
不
在
者
投
票
を

　
投
票
日
当
日
に
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
有
権

者
の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど
に
よ

り
、
公
職
選
挙
法
に
定
め
る
不

在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る
場

合
、
事
前
に
投
票
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
不
在
者
投
票
は
、
十
月
十
九

日
出
ま
で
の
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
市
役
所
庁
舎

一
階
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
（
土
・
日
曜

も
実
施
）
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
様
々
な
理

由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
、

次
の
方
法
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

▽
他
の
市
区
町
村
で
投
票
す
る

①
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な

　
い
理
由
を
書
い
た
宣
誓
書

　
　
（
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員

　
会
に
あ
り
ま
す
）
を
添
え
て
、

　
宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

　
直
接
ま
た
は
郵
便
で
投
票
用

　
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

②
投
票
用
紙
、
投
票
用
封
筒
、

　
不
在
者
投
票
証
明
書
が
本
人

　
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

③
郵
送
さ
れ
た
投
票
用
紙
、
投

　
票
用
封
筒
、
不
在
者
投
票
証

　
明
書
を
持
っ
て
、
滞
在
地
の

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
し

　
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送

　
に
は
日
数
を
要
し
ま
す
の
で

　
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

▽
病
院
な
ど
で
投
票
す
る

　
　
都
道
府
県
の
指
定
す
る
病

　
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

　
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設

　
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
そ
の
施
設
ま
た

　
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
郵
便
で
投
票
す
る

　
　
身
体
障
害
者
や
戦
傷
病
者

　
の
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る

　
人
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す

　
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在

　
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

　
場
合
、
選
挙
管
理
委
員
会
発

　
行
の
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

　
が
必
要
で
す
の
で
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
制

　
度
に
よ
る
投
票
用
紙
の
請
求

　
は
、
投
票
日
の
四
日
前
の
十

　
月
十
六
日
南
ま
で
で
す
。

6 8
3

補
正
予
算
な
ど
2
2
議
案
を
可
決

　
市
議
会
九
月
定
例
会
は
九
月

十
七
日
、
十
七
日
間
の
会
期
で

開
会
。
一
般
会
計
補
正
予
算
、

条
例
改
正
な
ど
二
十
二
議
案
を

可
決
し
、
十
月
三
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
○
‐

１
５
７
緊
急
対
策
経
費
や
生
活

周
辺
の
整
備
等
の
追
加
に
伴
う

事
業
費
と
し
て
、
合
わ
せ
て
十

二
億
二
千
九
百
九
十
一
万
円
を

計
上
。
補
正
後
の
一
般
会
計
予

算
総
額
は
四
百
九
十
三
億
一
千

八
十
二
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
病
原
性
大
腸
菌
○
－
１
５
７

緊
急
対
策
と
し
て
、
給
食
施
設

の
改
善
や
啓
発
、
中
小
企
業
向

け
の
融
資
制
度
保
証
料
の
補
助

な
ど
Ｈ
三
千
五
百
九
十
万
円

▼
東
消
防
署
庁
舎
建
設
用
地
の

購
入
＝
五
億
七
千
七
十
九
万
円

▼
小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
対

象
と
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
の

創
設
Ｈ
二
十
万
円

▼
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
施

行
に
向
け
た
準
備
Ｈ
七
百
万
円

▼
福
祉
医
療
費
の
支
給
対
象
者

拡
大
に
よ
る
追
加
Ｈ
三
百
五
十

万
円
▼
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
対
象

者
拡
大
に
よ
る
追
加
＝
三
百
万

円▼
集
団
茶
園
造
成
の
調
査
Ｈ
二

百
万
円

▼
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業
（
老

人
園
芸
広
場
の
整
備
等
）
＝
二

百
七
十
万
円

　
ま
た
、
次
年
度
以
降
に
支
出

す
る
も
の
と
し
て
、
東
宇
治
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
用

地
購
入
に
四
億
六
千
万
円
の
債

務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
宇
治
市
源
氏
物

語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
の

建
築
工
事
請
負
契
約
（
十
四
億

八
千
三
百
二
十
万
円
）
、
総
合

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
用
地
取
得
（
四
千
六
百
六
十

四
万
円
）
を
可
決
し
た
ほ
か
、

任
期
満
了
の
教
育
委
員
会
委
員

に
服
部
宏
さ
ん
？
）
と
久
保
一

雄
さ
ん
？
）
を
任
命
す
る
こ
と
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
荻
修
さ
ん
？
）
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
市
政
だ
よ
り
1
0
月
2
1
日
号
は
1
0
月
2
0
日
向
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
◆

－

－

一一』

一一
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市
議
会
9
月
定
例
会
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J
R
奈
良
線
新
駅

　
設
置
要
望
場
所
決
ま
る

　
こ
の
た
び
、
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
、

総合野外活動センター(仮称)

　　　　　　　　　　　工事始まる

市
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議
を
進

め
て
い
る
Ｊ
Ｒ
宇
治
・
新
田
間

の
新
駅
設
置
場

所
に
っ
い
て
、

市
の
構
想
を
公

表
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
新

駅
は
両
駅
間
の

中
ほ
ど
の
小
倉

町
中
畑
、
宇
治

駅
か
ら
約
丁

四
キ
ロ
、
新
田

駅
か
ら
約
丁

八
手
口
の
地
点

に
設
置
さ
れ
ま

　
十
月
四
日
㈲
、
西
笠
取
で
宇

治
市
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、

起
工
式
に
は
池
本
市
長
や
野
口

市
議
会
議
長
を
始
め
、
府
や
市
、

地
元
の
関
係
者
ら
が
多
数
出
席
。

池
本
市
長
は
あ
い
さ
つ
の
席
で
、

セ
ン
タ
ー
へ
か
け
る
思
い
を
述

べ
、
工
事
の
無
事
を
祈
願
し
ま

ト
起
工
式
で
池
本
市
長
が
あ
い
さ
つ

す
。
こ
の
地
点
は
、
線
路
を
は

さ
ん
で
小
倉
・
南
陵
町
両
地
域

‘
の
住
民
が
利
用
で
き
、
ま
た
公

園
な
ど
比
較
的
公
共
用
地
が
確

保
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
か

ら
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
新
駅
の
早
期
の
着
工
、

開
業
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や

国
、
府
、
地
元
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

進
む
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業

　
市
で
は
平
成
十
二
年
の
給
水

人
口
を
十
九
万
九
千
人
に
設
定

し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
宇
治
の
山

間
部
の
自
然
を
生
か
し
、
市
民

が
「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
自

然
の
中
で
の
交
流
」
を
通
じ
て

快
適
に
余
暇
を
過
ご
す
こ
と
が

　
し
た
第
六
次
拡
張
計
画
を
策
定
、

元

道
施
設
の
整
備
を
行
い
ヽ
水

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
山
間
地

域
の
振
興
を
図
る
た
め
に
平
成

六
年
か
ら
計
画
し
て
き
た
も
の
。

約
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
管

理
棟
や
宿
泊
棟
、
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
、
多
目
的
広
場
、
散
策
路

な
ど
を
備

え
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ

イ
フ
を
楽

し
む
こ
と

が
で
き
る

施
設
に
な

り
ま
す
。

　
今
後
、

平
成
十
一

年
度
の
開

設
に
向
け
、

工
事
を
進

め
て
い
き

ま
す
。

道
の
普
及
と
安
定
供
給
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
山
間
部
の
炭
山
、

二
尾
、
池
尾
の
三
地
区
で
は
水

道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
人
々
は
浅

井
戸
と
山
か
ら
の
谷
水
を
水
源

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
水
量
・
水
質
と
も
に
不

安
定
で
、
最
近
で
は
夏
や
冬
の

渇
水
期
に
、
市
の
給
水
車
を
出

し
て
急
場
を
し
の
ぐ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
市
で
は
こ
う
し
た

地
域
へ
の
水
道
施
設
の
早
期
整

備
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
炭
山
地
区
で
は
五
・
六
年
度

に
現
地
調
査
と
実
施
設
計
を
行

い
、
七
年
度
か
ら
こ
淳
に
着
手

し
ま
し
た
。
木
幡
須
留
の
配
水

池
と
炭
山
地
区
を
結
ぶ
配
水
管

を
設
置
し
、
ま
た
こ
の
間
に
高

低
差
が
あ
る
た
め
途
中
に
ポ
ン

プ
場
を
設
け
ま
し
た
。
今
年
度

は
各
家
庭
へ
給
水
管
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
須
留
配
水
池
の

増
設
工
事
に
取
り
組
み
、
九
年

度
早
々
に
給
水
を
始
め
る
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
二
尾
地
区
で
は
笠
取

簡
易
水
道
に
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
の
整
備
に
伴
う
新

た
な
水
源
が
得
ら
れ
た
の
で
、

こ
の
簡
易
水
道
の
区
域
を
拡
張

し
九
・
十
年
度
に
整
備
、
十
一

年
度
初
め
に
は
給
水
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

　
次
に
池
尾
地
区
で
は
、
今
年

五
月
に
地
区
内
で
深
井
戸
を
試

掘
し
た
と
こ
ろ
、
良
好
な
水
源

が
確
保
で
き
ま
し
た
。
今
後
施

設
整
備
を
行
い
、
十
一
年
度
初

め
に
は
、
給
水
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　
こ
う
し
た
工
事
な
ど
で
は
通

行
止
め
な
ど
に
よ
り
、
不
便
を

お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

歴史と自然にふれながら

10/26(土)・27(日)、11/2(土)・3(祝)・4(休)

　
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
る

「
紫
式
部
文
学
賞
」
「
紫
式
部
市

民
文
化
賞
」
受
賞
式
ま
で
あ
と

一
ヵ
月
余
り
。
そ
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
「
源
氏
ろ
ま
ん
翻
」

の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
宇
治

十
帖
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　
宇
治
十
帖
の
古
跡
を
は
じ
め
、

世
痙
薩
の
宇
治
上
伸
社
・
平

等
院
、
檜
の
高
欄
が
美
し
い
宇

治
橋
な
ど
、
豊
か
な
自
然
を
背

景
に
各
時
代
を
代
表
す
る
史
跡

を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
、

素
敵
な
秋
の
一
日
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
（
雨
天
決
行
）

　
1
0
月
2
6
日
出
・
2
7
日
㈲
、
1
1

月
２
日
出
・
３
日
㈱
・
４
日
㈹

■
ス
タ
ン
プ
設
置
時
間

　
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

■
コ
ー
ス

〔
基
本
コ
ー
ス
約
４
・
５
♂
〕

　
東
屋
↓
椎
本
↓
吽
習
↓
蜻
蛉

↓
総
角
↓
早
蕨
↓
浮
舟
↓
宿
木

↓
橋
姫
↓
夢
の
浮
橋
↓
観
光
セ

ン
タ
ー
（
全
1
0
ポ
イ
ン
ト
）

〔
健
脚
コ
ー
ス
約
９
・
５
♂
〕

　
東
屋
↓
囃
本
↓
手
習
↓
蜻
蛉

↓
橋
寺
↓
浮
舟
↓
恵
心
院
↓
早

蕨
↓
宇
治
上
神
社
↓
総
角
↓
大

吉
山
万
葉
歌
碑
↓
興
聖
寺
↓
天

ケ
瀬
吊
り
橋
↓
白
山
神
社
↓
宿

木
↓
あ
が
た
神
社
↓
橋
姫
↓
夢

の
浮
橋
↓
平
等
院
↓
観
光
セ
ン

タ
ー
（
全
1
9
ポ
イ
ン
ト
）

※
今
年
は
浮
舟
の
ス
タ
ン
プ
ポ

イ
ン
ト
が
三
室
戸
寺
で
な
く
、

朝
霧
橋
東
詰
の
宇
治
十
帖
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

圃
参
加
方
法

　
ス
タ
ン
プ
帳
を
持
っ
て
、
午

前
九
時
半
～
午
後
四
時
の
間
に
、

コ
ー
ス
を
回
り
ス
タ
ン
プ
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。
一
日
で
回
っ

て
も
最
終
日
ま
で
に
何
日
掛
け

て
回
っ
て
も
結
構
で
す
。

■
ス
タ
ン
プ
帳
の
配
布

　
観
光
セ
ン
タ
ー
、
観
光
案
内

所
（
宇
治
橋
西
詰
／
近
鉄
大
久

保
駅
）
、
市
内
の
主
な
市
公
共

施
設
、
文
化
観
光
課
で
配
布
中
。

京
阪
、
Ｊ
Ｒ
、
近
鉄
の
主
要
駅

で
近
日
中
に
配
布
。

　
開
催
日
当
日
は
観
光
セ
ン
タ

ー
、
観
光
案
内
所
、
京
阪
宇
治

かんせまし加参もたなあ日一の秋▲

駅
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
で
配
布
し
ま

す
。
■
賞
品

　
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ス
の
す
べ

て
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
ス
タ

ン
プ
帳
を
開
催
日
の
午
後
五
時

ま
で
に
観
光
セ
ン
タ
ー
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
受
付
で
確
認
後
、

抽
選
で
当
選
者
に
素
敵
な
賞
品

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
以
下
の
人
に

は
先
着
二
千
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
バ
ッ
ジ
を
お

渡
し
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　
平
等
院
に
は
ス
タ
ン
プ
が
三

個
以
上
押
し
て
あ
れ
ば
無
料
で

庭
園
に
入
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

開
催
日
は
観
光
セ
ン
タ
ー

（
0
2
3
・
3
3
3
4
）
、
開
催
日

以
外
は
文
化
観
光
課
（
昔
2
2
・

3
1
4
1
N
内
線
2
2
2
4
）

へ
。

10月27日(日)

午前10時45分から15分間

　KBS京都　UHF

34ch

10月13日(日)、西宇治運動公園で

行われる訓練の様子を中心にお
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炭
山
は
9
年
度
、
二
尾
・
池
尾
は
1
1
年
度
に
給
水
へ

宇治十帖スタンプラリー

テレビ広報さわやか宇治

　進む震災対策

～宇治市総合防災訓練～
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ところ…宇治公民館c〉受講料…無

料囲商工課(a内線2218)。

健　康

■健康フェア

　t＞とき…10月26日出、午後１時

～A時半E〉ところ…南宇治コミュ

ニティセンターE〉内容…講演会

｢腸内にすみつく細菌｣＝元府立

医大助教授・水谷昭夫さん、体脂

肪測定、栄養相談ほか[＞入場料･･･

無料回健康医療課(S内線12333)。

■糖尿病教室

　c＞とき…11月５日脚・15日出・

28日出の午後１時～O時半と12月

10日脚の午前10時~午後２時E〉と

ころ…宇治保健所[〉対象…糖尿病

患者とその家族r〉内容…医師の話

｢糖尿病とうまくつきあう方法｣、

日常生活の注意、バランス食の調

理実習と試食ほかc＞定員…先着40

人[＞参加費…無料(昼食は実費負

担)　回宇治保健所(S21-2191)

へ電話で。

スポーツ

■高齢者スポーツ教室

　c〉とき…10月17日出、午後１時

半こ3時半[＞ところ…木幡公民館

E〉内容…囲碁ボールやペタンクの

講習と実技ほか[＞参加費-無料

圃木幡公民館(332-8290)回市

民体育課(a内線2621)。

■トレーニング機器実技講習会

　[＞とき…10月19日田、午後１時

と３時半の２回[＞ところ‥｡･黄槃体

育館[＞対象…15才以上の人(中学

生除＜)[＞定員l‥先着各30人[＞参

加費…1000円困10月13日(0)から

来館で。顔写真(3×2.5?ンが必

要)回黄槃体育館(2J33-4001)。

催　し

■善法隣保館開館2周年記念式典

。[＞とき…10月20日(日)、午前11時

お母さといっしょ

丸岡　智恵さん

　　　浩輝くん(1才)

　　　　　　(広野町大開)

　
行
政
相
談
制
度
は
、
行
政
に

関
す
る
要
望
・
意
見
・
苦
情
な

ど
を
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

後
λ
７
ｔ
時
。
こ
の
ほ
か
、

毎
月
第
三
木
曜
日
、
市
沿
屏
で

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
行
政
相
談

委
員
の
自
宅
で
も
随
時
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
課
市
民
相
談
係

（
容
内
線
2
0
8
0
）
へ
。

行発日1
1
1

月1
0

号1
2
1
1
第

１＝＝
ｕｎｕｕ－ｕ‐ｕｕｎｕｕ

＝

時

３略四ぐ

半～午it 2時【〉ところ…善法隣保

館[回善法隣保館(昔23-3237)。

■市立幼稚園大会

　園児と保護者が集い、運動やリ

ズム表現に取り組みます。[〉とき

‥･10月22日(火)、午前９時半～正午

(雨天中止)[〉ところ…太陽が丘

[＞入場料…無料　回学校教育課

(a内線2624)。

木幡公民館まつり

ふれあいでみんなが育てる地域の輪

　　　　　　4･―-I･･…………………:･-.ゝ戸　　　　　　ﾀﾄしjll･1ljll:ll:'？

◆展示のlH5|.肺26Hlil･27日l

　作品展示釦尚時半～午後4

　　　＿　（27日は３時半までI

　模擬店　午前11時～午後2

◆発表の部11月４日側

　つどい（同公民館ｻｰｸﾙ･ｸﾗﾌﾞのj

　一　　午前]時～午後3P

　一模擬店午前11時～午後25

　回木幡公民館（032-8290）

お知らせ　ダ　ー

■宇治市長選挙　同市議会議員

・補欠選挙立候補予定者説明会

　12月８日(日)に行われる両選挙の

立候補予定者への説明会を行いま

す。C〉とき…11月11日(月)､:午後１

時～[〉ところ…市役所一回選挙管

理委員会(容内線2580)。ご

　10月17日(木)～23日(水)

　薬と健康の週間

薬し正しく使つていますか？

　回宇治保健所021-2191）

サ
ー
３
卒
を

祉
　
｀
記
校
格

福
中
簿
学
資

面
事
商
等
の

２
記
日
高
級

号
の
Γ
Γ
３

日
集
格
は
記
．
゜

１
募
資
丿
簿
す

月
員
募
つ
と
ま

1
0
職
応
持
力
め

ク
社
の
を
学
改

１
公
職
・
格
の
に

正
ス
務
資
度
丿

訂
ビ
事
の
程
つ

ｒ
一
般
級
業
持

行政相談所開設

な
ど
の
仕
事
、
府
や
市
が
国
か

ら
の
委
任
や
国
の
補
助
金
を
受

け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い

て
相
談
が
あ
れ
ば
、
こ
の
機
会

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
○
1
0
月

1
7
日
㈲
＝
市
役
所
１
階
会
議
室

J
1
8
日
面
＝
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午

所
を
開
設
し
ま
す
。
国
や
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
日
本
た
ば
こ
、
公
団

相
談
委
員
が
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
や
実
現
を
図
ろ
う
と
い
う

も
の
。
こ
の
制
度
を
よ
り
多
く

の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
国
で
は
十
月
十
三
日
か
ら

十
九
日
ま
で
を
「
行
政
相
談
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

市
で
も
次
の
と
お
り
、
相
談

員委談相政行

増井　繁一
゛伊勢田町北山5の23

S 20－0124

瀬田佐江子
宇治東内23
a 21－4793

菱田　俊子
羽拍子町56の47
a 43－2203

■聴覚言語障害者教室

　‾｢社会見学｣

　E〉対象…聴覚言語に障害のある

人と関係者E＞とき･･･10月27日(日)、‘

午前９時～午後５時E〉行き先…京

都市勧業館、市民防災センター【＞

定員…先着36人C＞参加費…無料

(昼食は自己負担)　[gio月17日

困までに社会教育課-(ファクス22

-3040)へ。

■英会話連続市民講座　＼－

　英会話の基礎の習得を目指しま

す。E＞とき…10月23日~11月27日

の水曜、午後２時半~4時。６回

[＞ところ…生涯学習センターI〉対

象…18歳以上で市内在住か在勤の

人[＞定員…抽選で20人【〉受講料…

2000円　回往復はがきに｢英会話

希望｣と、住所、氏名、年齢、性

別、電話、志望の動機、返信はが

きにも住所、氏名を書き、10月16

日困まで(必着)に生涯学習セン

ター｢英会話連続市民講座係｣

(宇治琵琶45-14)へ　囲生涯学習

センター022-0220)。

■コンピュータ市民連続講座

　パソコンに触れたことのない人

でも一通りの操作ができるように

します。[＞とき…10月31日～12月

５日の木曜、午後２時半~4時。

６回C〉ところ…生涯学習センター

1〉対象…18歳以上で市内在住か在

勤の人C〉定員…抽選で18人E〉受講

料…2000円　困往復はがきに｢コ

ンピュータ希望｣と、住所、氏名、

年齢､､性別、電話、志望の動機、

返信はがきにも住所、氏名を書き、

10月16日困まで･(必着)に生涯学

習センター｢コンピュータ連続市

民講座係｣(宇治琵琶45-14)へ

囲生涯学習ゼンタ- (S22-0220)。

■城南勤労者福祉会館

　圃同会館(容46-0780)。

　〈やさしい英会話〉C＞とき…11月

16日～9年３月29日の土曜、午前

10時～正午。15回E〉定員…先着25

人E＞受講料…１万3100円。

〈3Bエアロダンス教室〉[＞とき

…11月５日～26日の火曜、午後７

時半~9時。４回C〉定員…先着30

人[＞受講料…1200円。

■城南地域職業訓練センター

　圃同センター(346-0688)。

　〈ワープロ初級一太郎Ver5〉【＞

とき…11月７日~21日の火・木・

金曜午前９時半～午後３時半。14

回r〉受講料;･-1万2200円。

　〈ワープロ初級ワードW3.1版〉

【＞とき…11月７日～25日の月・木

曜午後６時半～９時。６回E〉受講

料…9000円。　　　ブ

　〈ワープロ初級一太郎W95版〉[＞

とき…11月10日~12月15日の日曜、

午前９時半～正午。６回E〉受講料

…9000円。

、くパソコン表計算初級ロータスW

95版〉C〉とき…11月７日～25日の

月・木曜、午後６時半g時。６

回[＞受講料…9000円。　　‾'

　くパソコン表計算初級エクセルW

95版〉【＞とき-11月９日～12月４

日の水曜午後６時半～9時、土曜

午前９時半～正午。６回t＞受講料

…9000円。

　〈パソコンMS一ＤＯＳＶｅｒ５〉

[＞とき…11月10日～12月15日の日

曜、午後１時～O時半。６回C〉受

講料…9000円。

　〈パソコンWindows95〉[〉とき

…11月10日~12月15日の日曜、午

後１時～午後３時半。６回C〉受講

料…9000円。

　くパソコンプログラミング初級W

3.1版〉[＞とき…11月10日~12月

15日の日曜、午前９時半～正午。

６回[＞受講料…9000円。

　<ビジネスキャリア講座労務事務

初級〉C〉とき…11月22日~9年１

月17日の火・金曜、午後６時半～

９時。 15回[＞受講料…２万4000円。

■消費者団体連絡会学習講演会

　t＞とき・テーマい･○10月23日附

＝｢大気汚染を考える～深刻化す

る大気汚染と健康～｣西淀川大気

汚染公害裁判原告弁護団・早川光

俊さん　○30日出=｢ゴミよもや

まばなし～容器包装新時代を迎え

て～｣城南衛生管理組合・橋口望

さん。いずれも午前10時～正午[〉

　
住
民
税
課
税
‘
（
非
課
税
）
証

明
書
の
申
請
に
は
、
使
用
目
的

・
提
出
先
・
必
要
と
す
る
年
度

な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
一

本
人
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印

鑑
が
必
要
で
す
。
。
ま
た
、
申
告

所
得
証
明
の
申
請

印
鑑
を
お
忘
れ
な
く

書
や
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
前
年
中

所
得
が
な
く
未
甲
舌
の
場
合
は
、

里
笛
済
ま
せ
ら
れ
て
か
ら
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　
税
に
関
す
る
手
続
き
は
大
切

な
事
柄
で
す
。
で
き
る
だ
け
本

人
が
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は

市
民
税
課
。
（
霖
内
線
Ｉ
ト
ｙ
ｌ
）

ぺ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

福祉・年金

■身体障害者デイサービス

　〈健康教室〉【＞対象…視覚に障害

のある人[＞とき…10月31日困、午

前９時半～午後１時[＞ところ…総

合福祉会館t＞内容…健康づくりの

話、調理実習E＞定員…先着15人[＞

参加費…200円　圃o月28日側ま

でに社会福祉協議会(Q22-5650)

へＯ

　〈ボウリング教室〉【〉対象…身体

に障害のある人と介護者[＞とき…

10月29日脚、午後１時半~3時半

[＞ところ…松園ボウル(近鉄小倉

駅東側)[＞定員…先着25人【＞参加

費･･･500円(２ゲームと靴代)圃

10月25日倒までに社会福祉協議会

(昔22-5650,ファクス22-5654)へ。

■家族介護者教室

　t＞とき…10月18日出、午前10時

半～午後Ｏ時半E〉ところ…ハーモ

ニーこはた(木幡金草原)I〉テー

マ…市の福祉制度とハーモニーこ

はたの取り組み[＞参加費…無料

困ハーモニーこはた(033-8270)。

昼食(410円)が必要な人は併せて。

忘れていませんか

　　　国民年金の保険料

　納め忘れがないか今一度確

認を。半年分前納する人は10

月中に納付してください。

回国民年金課（a内線2312）

講座・教室　ｌ

■第27回歴史サロン

　l〉とき…10月18日團、午後２時

～４時[＞ところ…中央公民館t＞テー

マ…近世宮廷文化と宇治C〉講師…

歴史資料館館員[＞受講料…無料

囲歴史資料館020-1311)。

10月13日～1

9日は行政相談週

間
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　　12月15日(日)午後２時開演(開場1時半)

　　文化センター大ホール

チケット10月19日倒発売　ト管弦楽京都市交響楽団．回揮佐渡裕

　大一人3,500円　　　
･'合唱.宇治市民第九合唱団'卜゛合唱指揮伊吹即-

高校生以下2,000円　　　　回勅宇治市文化センター容20-2111

第
5
回
宇治市第九コンサート

ベートーベン　序曲｢レオノーレ」第三番／交響曲｢第九番｣(合唱付き)
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W 　　インタビュー

カムループスからの新しい

　　　　　　英語指導助手

投
書
コ
ー
ナ
ー

　
抗
が
ん
剤
が
効
か
な
け
れ
ば

余
命
六
ヵ
月
と
い
わ
れ
た
ほ
ど

進
行
し
た
卵
巣
が
ん
の
た
め
、

九
ヵ
月
に
わ
た
る
抗
が
ん
剤
治

療
と
昨
年
に
は
三
回
の
開
復
手

術
を
受
け
、
お
な
か
に
二
本
の

縦
長
の
傷
が
残
っ
た
。

　
退
院
し
、
家
事
を
し
な
が
ら

体
力
の
回
復
を
待
つ
う
ち
に
、

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
で
も
入
ろ

う
か
な
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、

市
政
だ
よ
り
で
「
朝
霧
コ
ー
ラ

ス
」
の
紹
介
記
事
を
見
付
け
ま

タニス・ヘイガン先生が

やってきた

し
た
。
思
い
立
っ
た
が
吉
日
、

即
入
会
。
最
初
は
お
な
か
の
傷

が
ち
り
ち
り
と
痛
ん
だ
り
、
夕

食
の
支
度
も
で
き
な
い
ほ
ど
疲

れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
声
量

も
な
く
下
手
で
っ
い
て
い
く
の

が
大
変
で
し
た
が
、
毎
週
の
練

習
は
と
て
も
楽
し
い
。
そ
う
い

う
雰
囲
気
の
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。

　
今
は
、
二
年
後
の
二
十
周
年

コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
準
備
委
員

と
し
て
は
り
き
り
、
充
実
し
た

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
転
勤

族
の
私
は
そ
れ
ま
で
宇
治
に
い

た
い
。
い
や
、
そ
の
日
ま
で
再

発
な
く
生
き
て
舞
台
に
立
ち
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
八
月
、
宇
治
市
の
友

好
都
市
、
カ
ナ
ダ
ー
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
か
ら
新
し
い
Ａ
Ｅ
Ｔ

（
英
語
指
導
助
手
）
と
し
て
や
っ

て
来
た
タ
ニ
ス
・
ヘ
イ
ガ
ン
さ

ん
。
各
中
学
校
で
英
語
授
業
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
宇

治
に
来
て
二
ヵ
月
余
り
、
彼
女

に
日
本
に
来
て
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

－
Ａ
Ｅ
Ｔ
に
応
募
し
た
き
っ
か

け
は
？

　
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に
あ
る
カ

リ
ブ
ー
大
学
で
二
年
間
、
日
本

人
学
生
に
英
語
を
教
え
て
お
り
、

こ
の
時
に
日
本
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
今
回
の
指
導
助
手
の

募
集
を
知
り
『
Ｔ
ｈ
ａ
ｔ
'
ｓ
　
ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
ｅ
’
（
こ
の
仕
事
は
わ
た
し
の

た
め
に
あ
る
）
」
と
思
い
応
募

し
ま
し
た
。

－
宇
治
に
来
て
、
印
象
は
？

　
建
物
や
人
が
密
集
し
て
、
ご

み
ご
み
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
は
そ
ん
な
所

小倉公民館サークル
　　　　　｢菊花同好会｣

は
大
阪
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
宇
治

市
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
景
色

が
き
れ
い
で
、
そ
し
て
、
何
よ

り
人
々
が
と
っ
て
も
親
切
で
す
。

一
日
本
の
食
べ
物
は
ど
う
で
す

か
？
　
日
本
食
は
と
っ
て
も
お
い
し

い
で
す
ね
。
毎
朝
、
み
そ
汁
と

御
飯
は
欠
か
さ
ず
食
べ
て
い
ま

す
。
た
ま
に
は
、
学
校
に
お
弁

当
を
作
っ
て
持
っ
て
い
き
ま
す
。

御
飯
の
上
に
梅
干
し
を
乗
せ
て

い
く
ん
で
す
が
、
び
っ
く
り
さ

れ
ま
す
ね
。

‐
宇
治
市
の
学
校
で
教
え
て
み

て
い
か
が
で
す
か
？

　
生
徒
は
カ
ナ
ダ
と
同
じ
で
恥

ず
か
し
が
り
や
の
子
も
い
れ
ば

元
気
な
子
も
い
て
個
性
豊
か
で

す
ね
。
私
と
Ｉ
生
け
ん
め
い
＝

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う

と
努
力
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

う
れ
し
い
で
す
。
み
ん
な
、
生

き
生
き
と
し
て
い
る
の
で
、
毎

日
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

－
こ
れ
か
ら
、
日
本
で
や
り
た

い
こ
と
は
？

　
日
本
の
着
物
や
織
物
な
ど
に

興
味
が
あ
る
の
で
、
勉
強
し
て

ゆ
か
た
な
ど
縫
え
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
ね
。

‐
宇
治
市
民
の
皆
さ
ん
へ
ひ
と

こ
と
・
：

　
宇
治
市
は
豊
か
な
自
然
と
歴

史
に
包
ま
れ
た
ま
ち
で
す
ね
。

こ
の
環
境
の
中
で
一
年
間
暮
ら

せ
る
こ
と
を
う
れ
し
ぐ
思
っ
て

い
ま
す
。
早
く
な
じ
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
九
月
二
十
二
、
三
日
に
宇
治

市
・
宇
部
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
が
山
口
県
宇
部
市
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
京
都
国
体
を
き
っ
か

け
に
始
ま
っ
た
も
の
で
、
平
成

三
年
か
ら
お
互
い
訪
問
し
合
っ

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
第

五
回
の
記
念
大
会
は
種
目
、
参

加
人
数
と
も
大
幅
に
増
え
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
十
種
目

に
二
百
十
六
人
が
参
加
。
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加

し
た
細
野
泰
亨
さ
ん
は
、
「
宇

◆
宇
治
公
民
館
水
墨
画
サ
ー
ク

ル
「
若
竹
会
」
展
示
会
　
1
0
月

1
6
日
伽
午
後
１
時
～
2
0
日
㈲
午

後
４
時
、
宇
治
公
民
館
。
北
村

さ
ん
≫
3
2
・
2
6
4
0
．

◆
木
幡
公
民
館
油
絵
サ
ー
ク
ル

「
四
季
彩
」
作
品
展
　
1
0
月
1
7

日
困
午
前
1
0
時
～
2
0
日
㈲
午
後

４
時
、
中
央
公
民
館
。
伊
佐
さ

ん
琵
・
4
0
4
4
．

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
1
0
月
2
0
日

㈲
、
午
前
８
時
半
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

集
合
（
雨
天
時
は
2
7
日
㈲
）
。

京
都
一
周
ト
レ
イ
ル
東
山
コ
ー

ス
、
約
1
0
キ
ロ
（
一
般
向
き
）
。

牧
原
さ
ん
容
2
3
・
2
2
6
2
．

◆
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
治

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
　
1
0
月

2
6
日
出
午
前
1
0
時
～
午
後
３
吸

産
業
会
館
。
千
円
。
曽
谷
さ
ん

雪
3
1
゜
8
6
9
0
0

◆
第
3
9
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
宇
治

市
選
手
権
一
般
の
部
　
‥
‥

　
　
月
３

日
匍
午
前
９
時
～
（
雨
天
中
止
）
、

東
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
高

校
生
以
上
。
Ｉ
チ
ー
ム
千
円
。

当
日
会
場
で
受
け
付
け
。
岩
口

さ
ん
雲
2
3
・
6
5
6
9
．

◆
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
デ
ー

‥
１
１
　
　
月
1
0
日
㈲
午
前
９
時
～
（
雨

天
中
止
）
、
東
山
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
。
無
料
。
自
由
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
ほ
か
、
教
室
も

開
催
。
岩
ロ
さ
ん
雪
2
3
・
６
５

広
が
る
友
好
の
輪

宇
治
市
・
宇
部
市

　
　
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

卜
宇
部
市
の
選
手
が
代
表
し

て
選
手
宣
誓
を

部
の
人
た
ち
の
大
歓
迎
に
感
激

し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
歓
迎

会
な
ど
で
も
交
流
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。
こ
の
機
会
だ
け
で

な
く
、
い
っ
で
も

交
流
試
合
を
し
ま

し
ょ
う
と
約
束
し

て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
い
っ
か
ま
た

再
会
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
国

体
を
き
っ
か
け
に

芽
生
え
た
友
好
の

輪
、
今
後
も
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

Ｈ
月
４
日
㈱
、
午
後
１
時
～
３

時
、
宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必

要
。
５
百
円
。
山
岡
さ
ん
昔
０

７
５
一
４
６
１
一
1
8
2
8
．

◆
菟
道
歩
こ
う
会
　
1
1
月
1
0
日

㈲
、
午
前
８
時
京
阪
三
室
戸
駅

集
合
示
雨
決
行
）
。
哲
学
の

道
・
銀
閣
寺
方
面
、
約
1
0
キ
つ
。

辻
本
さ
ん
四
９
９
一
・
〇
７
７
９
．

◆
宇
治
市
読
書
ク
ラ
ブ
市
民
秋

の
見
学
会
「
若
原
先
生
と
行
く

城
下
町
・
滋
賀
県
水
口
を
訪
ね

て
」
　
1
1
月
1
3
日
㈲
、
午
前
９

時
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
集
〈
Ｒ
５
千
円
。

先
着
５
８
人
。
前
川
さ
ん
＆
2
1
・

3
4
5
8
へ
申
し
込
み
を
。

　
　
募
　
　
集

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
　
第
２
・

４
金
曜
午
前
1
0
時
～
正
午
、
南

宇
治
＝
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

月
２
千
円
。
古
川
さ
ん
？

1
4
6
0
．
午
後
６
時
以
降
は

辻
本
さ
ん
’
‘
3
2
・
6
3
5
6
．

◆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　
ダ

ン
ス
を
身
に
付
け
、
交
流
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
ダ
ン
ス
ー

ア
イ
Ｈ
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時

半
～
。
ダ
ン
ス
ー
ア
ル
フ
″
＝

毎
週
木
曜
日
午
前
1
0
時
2
0
分
～
、

午
後
２
時
～
。
月
４
千
円
。
岡

本
さ
ん
昔
3
2
・
1
2
8
5
．

6
８
６

市
民
情
報

短
　
信

　
　
催
　
　
し

◆
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
入
門
講
習
会

　
1
0
月
1
7
日
俐
か
ら
の
３
ヵ
月

間
、
毎
週
木
曜
日
午
前
1
0
時
～

正
午
か
午
後
７
時
～
９
時
の
ど

ち
ら
か
、
宇
治
公
民
館
。
教
材

費
等
３
千
５
百
円
。
西
村
さ
ん

四
3
2
゜
3
5
0
9
0

◆
ち
ぎ
り
絵
無
料
講
習
会
　
来

年
の
え
と
を
色
紙
や
短
冊
に
は

り
ま
す
。
1
0
月
1
7
日
‐
月
７
日
、

2
1
日
の
木
曜
午
後
１
時
～
４
咳

南
宇
治
コ
ミ
こ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
。
材
料
費
千
百
円
程
度
。
岩

井
さ
ん
四
4
5
・
0
4
6
6
．

入れを欠かさず、愛情いっぱいに

盆栽を育てています。

　月２回、自分の盆栽を持ち寄り

お互いにアドバイスし合ったり、

先生の指導を受けたりしています。

｢同じ趣味を持つ仲間が集まり菊

の話はもちろん、いろんな話もで

きて楽しいですよ。興味のある人

は気軽にどうぞ。 11月9・10日の

小倉公民館まっりで作品展示する

ので見に来てください｣とのこと。

　毎月第１、３金曜の午後１時半

から３時半まで小倉公民館で活動

しています。会費は月500円。

　〔問い合わせ〕会長・小山さん

(S22･6034)へ。

　菊花同好会は小菊盆栽のサーク

ル。去年の秋に苗木を植えてから

約１年。思い思いの形にした小菊

盆栽に育て上げていきます。丹精

込めて手入れしてきた盆栽に花が

咲くのが待ち遠しいというサーク

ルの皆さん。

　　「生き物が相手ですから、自分

の思いどおりに育てるのは難しい

んですよ。でも、毎日手入れして

いると愛着がわいてきますね」

「小さな苗をどんな形にするか考

えるのが楽しいですし、また、日

ごとに成長していくのが楽しみな

んですよ」「朝起きて夜寝るまで

盆栽が気になって」など毎日の手

」
旱

0
　
1
1
7

0
0

0
1
　

1 1
0
諭

一

一

に

一

心
一

゛
一
’

一

。｛
。
ヽ
ヽ
‐
、
・
。
’
一
、
’

｝
｀ 。
｛
’
｀
１

２

交
差
点

毎
月
1
1
日
号

み
な
さ
ん
と
つ

く
る
ペ
ー
ジ

細］ 凶

～

－

一

一一』｀一

－

一

－

詞＝
一
＝皿

一
匹

皿一
＝

一匹
蕊

国＝＝＝幸
一
＝＝

余

ｍ
仙
妓
四驚＝＝＝皿＝

ｓ
ｚ皿＝驚＝四驚驚

ｍｍ
皿皿皿皿皿

一
Ｉ＝

ｘ
ゝ
　
６

’
題
、

圖
皿

　
１

鱗
ヽ
．
’
一

゛
゛

―
’

ｍ
『
　
Ｉ

　
・
ｍ

　
１

　
’
一

　
な
｀懸

ヽ
‘
ぷ

匹
澗’

ｓ

　
￥

　
一
・
．

　
ｗ
‥
一
、

匹
―

ｍ
ｍ

　
専
餓

　
Ｉ心

’

皿

ド
～
』

　
一
万

一

　
λ
ｘ

１
３

１
ｍ

一
攘
．

　
・
．
Ｉ

　
１灘

一
郭

　
・
‐
・

驚
談
ｊ

　
・
”

』
四
ｙ
ｌ
』

　
一
＝一

端
ｘ
ｄ

肥

綴
歌龍

ｓ
ｚ
．

　
４
ｒ

唐
　
三龍

胆

サークル

さあ来る

サ
ー
ク
ル
に
入
会
し

　
　
　
充
実
の
毎
日

　
　
　
　
山
田
　
和
子

　
　
　
（
伊
勢
田
町
浮
面
）
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